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渡
辺
崋
山
の
《
一
掃
百
態
図
》
へ
至
る
作
画
観
の
考
察 

 

佐
藤 

昭
子 

  は
じ
め
に 

 

渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三
～
一
八
四
一
）
は
、
三
河
田
原
藩
三
宅
氏
の
定
府
の
上
士
の
長
男
と
し
て
麹
町
の
藩
邸
で

生
ま
れ
、
家
計
の
窮
を
救
う
た
め
十
七
歳
か
ら
は
江
戸
画
壇
の
重
鎮
、
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）
に
学
び
、

二
十
歳
ご
ろ
よ
り
文
人
画
風
の
作
品
、
中
国
・
本
邦
古
画
の
模
作
等
を
描
い
て
い
た
。
二
六
歳
の
時
に
出
版
を
想
定

し
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
全
く
異
な
る
古
画
の
風
俗
模
写
、
当
世
風
俗
画
と
風
俗
画
論
か
ら
成
る
画
稿
《
一
掃
百

態
図
》
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
を
残
し
て
い
る
。 

本
稿
の
目
的
は
、
若
き
崋
山
の
画
期
を
成
す
作
品
の
一
つ
と
し
て
《
一
掃
百
態
図
》
を
取
り
上
げ
、
な
ぜ
崋
山
は

こ
の
作
品
を
描
く
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
作
画
観
と
精
神
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

先
行
研
究
で
は
、
既
刊
の
画
譜
等
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
崋
山
が
本
作
品
を
描
い
た
理
由
も
様
々
な
説
が

あ
る
。
し
か
し
、
崋
山
が
古
画
を
模
写
し
た
理
由
や
原
図
へ
の
言
及
が
少
な
く
、
二
十
六
歳
で
本
作
品
を
制
作
し
た

理
由
も
、
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

本
稿
で
は
、
《
一
掃
百
態
図
》
の
古
風
俗
図
の
原
図
の
大
半
を
明
ら
か
に
し
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
は
高
僧
絵
伝
や

職
人
尽
絵
等
の
絵
巻
の
引
用
で
あ
る
こ
と
、
桃
山
時
代
以
降
の
原
図
は
刊
行
さ
れ
た
絵
手
本
や
絵
本
が
主
体
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
《
一
掃
百
態
図
》
の
制
作
に
は
藩
政
へ
の
挫
折
と
、
師
文
晁
と
は
異
な
る
分
野
へ
の

挑
戦
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
風
俗
画
改
革
を
目
的
と
し
て
儒
教
的
鑑
戒
主
義
を
も
っ
て
臨
み
、「
絵
で
見
る
風
俗
考
証
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本
」
の
役
割
を
担
う
こ
と
も
期
待
し
た
と
位
置
づ
け
た
。 

第
一
章
で
は
、《
一
掃
百
態
図
》
概
要
を
記
し
、
研
究
史
を
整
理
し
て
そ
の
問
題
点
を
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
《
一

掃
百
態
図
》
に
描
か
れ
た
古
風
俗
図
の
引
用
元
を
調
査
し
、
当
世
風
俗
図
の
画
題
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
同
時
代

お
よ
び
前
時
代
の
風
俗
画
や
絵
手
本
等
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
崋
山
の
風
俗
画
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、

崋
山
の
《
一
掃
百
態
図
》
ま
で
の
作
品
、
日
記
・
手
控
え
か
ら
、
崋
山
の
作
画
観
の
変
遷
を
た
ど
り
、
二
十
六
歳
で

《
一
掃
百
態
図
》
を
描
く
に
至
っ
た
精
神
的
背
景
を
探
る
。 

 第
一
章 

《
一
掃
百
態
図
》
の
概
要
と
研
究
史 

 

第
一
節 

概
要 

 

《
一
掃
百
態
図
》
（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
崋
山
の
自
序
が
あ
る
紙
本
墨
画
淡
彩
の

袋
冊
子
本
で
あ
る

(

1
）

。
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
中
期
ま
で
の
古
画
を
模
写
し
た
風
俗
画
前
半
部
分
と
、
崋
山
が
当
時

の
風
俗
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
後
半
部
分
か
ら
な
り
、
巻
頭
、
前
半
と
後
半
の
間
、
巻
末
に
崋
山
が
漢
文
を
付
し
て
い

る
。
文
章
と
風
俗
画
に
数
か
所
、
朱
及
び
墨
に
よ
る
訂
正
の
跡
が
あ
る
。 

作
品
の
構
成
や
崋
山
の
自
序
は
、
本
作
品
の
内
容
を
検
討
す
る
に
当
た
り
重
要
な
た
め
、
巻
頭
よ
り
順
を
追
っ
て

そ
の
概
要
を
記
す

(

2)

。 

 

1
．
一
掃
百
態
総
論 

こ
こ
で
は
中
国
と
本
邦
の
風
俗
画
の
歴
史
を
述
べ
、
風
俗
画
は
玩
弄
物
で
は
な
く
、
伝
記
の
み
で
は
足
り
な
い
真

実
の
姿
を
記
録
す
る
た
め
の
も
の
で
、
後
世
の
鑑
戒
の
た
め
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
岩
佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
～
一
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六
五
〇
）
の
風
俗
画
の
流
れ
を
汲
む
浮
世
絵
が
世
間
に
媚
び
卑
俗
な
画
風
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
当
世
風
俗
を
賤
工
が

描
く
も
の
と
し
て
顧
み
な
い
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。
最
近
の
与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六
～
八
四
）
や
円
山
応
挙
（
一

七
三
三
～
九
五
）
ら
の
風
俗
画
は
技
巧
を
弄
す
る
ば
か
り
で
古
法
に
則
っ
て
お
ら
ず
、
続
く
円
山
四
条
派
の
風
俗
画

も
否
定
し
た
。
古
典
を
知
り
尽
く
し
志
あ
る
画
家
が
奮
起
し
て
、
当
世
の
風
俗
の
実
態
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
い
る
。 

 

2
．
古
風
俗
図 

鎌
倉
時
代
の
正
応
年
間
か
ら
室
町
・
桃
山
時
代
を
経
て
、
江
戸
時
代
の
寛
延
・
明
和
に
至
る
ま
で
を
六
期
に
分
け

て
、
各
時
代
の
風
俗
古
画
の
模
写
を
十
頁
載
せ
る
。 

 

3
．
序
文 

こ
こ
で
は
平
安
以
降
の
風
俗
画
の
歴
史
を
述
べ
た
上
で
、
画
と
は
勧
善
懲
悪
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
初
期

の
浮
世
絵
に
は
当
時
の
質
素
な
風
俗
を
描
き
、
驕
る
者
を
抑
え
る
効
用
も
あ
っ
た
が
、
当
世
の
画
家
は
正
し
い
風
俗

画
を
描
く
場
所
が
な
く
、
塵
俗
な
画
ば
か
り
描
い
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
建
久
か
ら
近
世
ま
で
の
風
俗
画
を
模
写

し
た
草
稿
を
編
集
し
、
当
世
画
は
筆
に
任
せ
て
描
き
、
一
晩
二
日
で
浄
書
し
た
と
記
し
た
。 

 

4
．
当
世
風
俗
図 

四
十
二
頁
に
亘
り
（
内
一
頁
は
空
白
）
、
崋
山
の
時
代
の
風
俗
が
、
や
や
鋭
い
肥
痩
に
富
ん
だ
描
線
で
描
か
れ
、

最
後
の
五
頁
を
除
き
淡
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

 

5
．
跋
文 
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こ
こ
で
は
、
宮
殿
や
農
村
の
風
俗
に
は
変
化
が
な
い
が
、
変
転
極
ま
り
な
い
都
会
の
風
俗
画
は
林
氏
が
先
鞭
を
つ

け
た
も
の
の
、
岸
駒
（
一
七
五
六
？
～
一
八
三
九
）
・
蕪
村
ら
に
影
響
を
受
け
誇
張
歪
曲
さ
れ
実
態
を
描
い
て
い
な

い
の
で
、
林
氏
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
自
分
が
本
作
品
を
取
り
纏
め
た
と
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
漢
文
は
内
容
の
充
実
度
、
洗
練
性
、
筆
跡
等
か
ら
、
「
跋
文
」
、
「
序
文
」
、
「
総
論
」
の
順
に
成
立
し
た
と

さ
れ
て
い
る

(

3)
。 

 

第
二
節 

研
究
史 

 

こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
よ
り
主
張
が
異
な
る
、
跋
文
の
「
林
氏
」
の
正
体
、
影
響
を
受
け
た
風
俗
画
、
本
作
品
制

作
の
理
由
を
整
理
し
、
評
価
を
振
り
返
る
。 

跋
文
の
「
林
氏
」
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
は
、
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
～
一
八
四
九
）
説

(

4)

に
次
い
で
、
風
俗
画

は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
明
石
藩
士
で
崋
山
と
親
し
い
同
門
の
画
家
、
林
半
水 

（
生
没
年
不
詳
）
説

(

5)

が

発
表
さ
れ
た
。 

崋
山
が
影
響
を
受
け
た
と
考
慮
す
べ
き
画
譜
類
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
た
葛
飾
北
斎
の
『
北
斎
漫
画
』
（
文
化
十
一

年
（
一
八
一
四
）
初
編
発
刊
）
や
鍬
形
蕙
斎
（
北
尾
政
美
、
一
七
六
四
～
一
八
二
四
）
の
略
画
、
崋
山
が
「
総
論
」

で
否
定
し
た
円
山
・
四
条
派
に
よ
る
画
譜
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(

6
）

。 

崋
山
が
《
一
掃
百
態
図
》
を
描
い
た
理
由
と
し
て
、
本
草
学
・
蘭
学
や
洋
風
画
家
の
影
響

(

7)

、
江
戸
の
読
者
の

愉
し
み
と
後
世
の
人
に
江
戸
を
体
感
さ
せ
る
た
め

(

8)

、
風
俗
画
革
新
の
た
め

(

9)

等
の
考
察
が
あ
る
。 

崋
山
の
画
歴
か
ら
見
た
本
作
品
は
、
「
師
の
文
晁
や
沈
南
蘋
ら
の
模
倣
で
は
な
く
独
自
の
創
造
で
あ
り
、
崋
山
の

一
時
期
を
画
す
る
作
品
と
し
て
注
目
す
る
」(

10)

、「
古
画
の
模
写
で
培
っ
た
画
力
を
も
っ
て
現
実
に
取
り
組
み
成
果
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を
示
し
た
記
念
的
作
品
」

(

11)

等
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 
第
三
節 

先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点 

 

 

以
上
の
よ
う
に
、
《
一
掃
百
態
図
》
は
、
若
き
崋
山
の
画
期
と
な
る
作
品
の
一
つ
と
し
て
様
々
に
研
究
・
分
析
・

評
価
さ
れ
て
き
た
。 

本
作
品
が
二
十
六
歳
で
制
作
さ
れ
た
理
由
を
解
明
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
検
討
、
あ
る

い
は
検
討
不
十
分
な
課
題
の
中
か
ら
、
よ
り
本
質
的
な
課
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
古
風
俗
図
の
原
図
と
そ
の
選
択
理

由
、
当
世
風
俗
図
に
影
響
を
与
え
た
風
俗
考
証
本
を
含
む
作
品
、
お
よ
び
、
作
画
観
の
変
遷
・
精
神
的
背
景
を
取
り

上
げ
た
い
。 

 第
二
章 

 

《
一
掃
百
態
図
》
か
ら
見
た
崋
山
の
風
俗
画
観 

 

第
一
節 

古
風
俗
図
の
画
題
と
引
用
元 

 

こ
こ
で
は
、
崋
山
が
模
写
し
た
前
半
の
古
風
俗
図
が
、
如
何
な
る
人
々
を
描
い
た
の
か
を
解
明
し
、
そ
の
引
用
元

を
検
討
す
る
。
な
お
、
筆
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
、
本
画
稿
の
古
風
俗
図
の
引
用
元
に
言
及
し
て
い
る
論
文
は
、
後

述
の
辻
惟
雄
氏
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
こ
こ
で
筆
者
が
初
め
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

1
．
第
一
図
：
短
冊
型
に
「
此
風
俗
大
凡
自
伏
見
院
之
正
應
乃
後
醍
醐
院
之
元
亨
者
也
」
（
図

1
、
右
）
。 
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第
二
図
：
短
冊
型
に
「
同
上
」
（
図

1
、
左
）
（
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
）

 

 第
一
図
は
坐
し
て
鼓
を
叩
く
巫
女
と
母
子
、
子
を
あ
や
す
女
、
頭
巾
で
団
扇
を
持
つ
男
、
被
衣
姿
の
女
性
、
頭
巾

に
烏
帽
子
の
侍
、
無
帽
で
尻
鞘
の
太
刀
の
侍
の
後
姿
で
あ
る
。
第
二
図
は
蓑
帽
子
、
網
代
笠
、
市
女
笠
を
被
る
、
あ

る
い
は
藺
傘
を
さ
し
て
子
を
背
負
う
、
い
ず
れ
も
後
姿
の
男
達
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
様
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
成

立
し
た
《
遊
行
上
人
縁
起
絵
》
（
原
本
喪
失
）
の
巻
三
、
四
か
ら
の
引
用
と
判
断
し
た(

図

2)
(

12)

。 

第
一
図
（
図
１
、
右
）
の
最
右
、
「
こ
の
人
物
ハ
文
明
享
禄
」
と
記
載
さ
れ
た
、
座
し
て
箸
を
持
つ
男
（
図

3
）

は
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
頃
に
成
立
し
た
《
三
十
二
番
職
人
歌
合
絵
巻
》（
原
本
喪
失
）
の
十
四
番
「
糖
粽
売
」

が
原
図
と
考
え
た
（
図

4
）

(

13)

。 

同
様
に
第
二
図
（
図
１
、
左
）
「
こ
れ
も
又
文
明
也
」
と
記
載
が
あ
る
、
下
段
左
の
折
烏
帽
子
に
小
袖
袴
姿
の
人

物
と
雨
よ
け
の
菰
を
掛
け
た
曲
物
桶
（
図

5
）
は
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
成
立
し
た
《
七
十
一
番
職
人
歌
合

絵
巻
》
（
原
本
喪
失
）
の
十
八
番
「
法
輪
味
噌
売
」
が
原
図
で
あ
り
、
担
ぐ
姿
は
同
十
七
番
「
土
器
造
」
を
参
考
に

し
た
と
考
え
る
（
図

6-

1
、

2
）

(

14)
。 

図

3
お
よ
び
図

5
の
人
物
は
、
本
来
、
次
の
第
三
図
で
描
く
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
誤
っ
て
古
い
時
代
に
入
れ
た
こ

と
に
崋
山
が
気
付
き
、
赤
字
で
訂
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

2
．
第
三
図
「
此
風
俗
大
凡
係
自
後
土
御
門
院
之
文
明
及
後
奈
良
院
之
亨
禄
者
也
」
（
室
町
時
代 

図

7
） 

笠
を
被
り
長
刀
を
帯
び
た
高
下
駄
の
武
士
と
、
桂
包
と
垂
髪
の
小
袖
姿
の
遊
女
で
あ
る
。
原
図
は
《
七
十
一
番
職

人
歌
合
》
の
三
十
番
、
「
図
子
君
」
と
判
断
し
た
（
図

8
）
。 

 

3
．
第
四
図
「
此
風
俗
大
凡
係
自
正
親
町
院
之
永
禄
及
後
陽
成
院
之
慶
長
者
」
（
室
町
末
～
桃
山
時
代 

図

9
） 
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見
開
き
で
、
前
髪
、
茶
筅
髷
等
の
帯
刀
の
傾
奇
者
・
奴
ら
と
、
禿
連
れ
の
下
げ
髪
の
女
ら
を
描
い
て
い
る
。
辻
氏

は
本
図
に
つ
い
て
、
「
寛
永
期
風
俗
図
屏
風
の
一
情
景
を
模
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
原
図
喪
失
の
可
能
性
も
示
唆
し
て
お
り

(

15)

、
具
体
的
な
図
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

そ
の
図
様
の
一
部
は
狩
野
派
の
町
絵
師
、
大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
～
一
七
六
三
）
の
画
譜
か
ら
、
土
佐
派
の
絵
を
崋

山
が
引
用
、
改
変
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。 

右
頁
前
列
右
の
十
徳
を
着
て
扇
子
を
持
つ
男
は
、
春
卜
の
《
画
本
手
鑑
》
（
享
保
五
年
刊
）
の
「
花
ゆ
さ
ん
」
（
土

佐
家
、
図

10
）
の
右
頁
右
手
の
男
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
左
隣
の
横
顔
の
男
（
右
頁
前
列
中
）
は
、
春
卜
の
《
和

漢
名
画
苑
》
（
寛
延
三
年
刊
）
の
「
お
ど
り
」
（
藤
原
（
土
佐
）
廣
周
、
図

11
）
の
左
頁
左
奥
の
踊
り
手
を
引
用
し
、

着
物
の
模
様
を
同
頁
左
手
前
の
踊
り
手
か
ら
借
り
、
刀
を
増
や
す
等
改
変
し
て
い
る
。
遊
女
に
も
見
え
る
二
人
の
女

性
は
、
図

11
の
踊
り
手
の
髪
型
や
着
物
の
模
様
を
引
用
改
変
し
た
と
考
え
る
。
残
り
の
刀
を
担
ぐ
奴
等
は
、
引
用
元

を
特
定
で
き
な
い
。 

 

4
．
第
五
図
「
此
風
俗
大
凡
係
自
後
光
明
院
之
慶
安
及
霊
元
院
之
延
宝
者
」
（
江
戸
時
代
初
期 

図

12
） 

見
開
き
で
、
手
紙
を
掲
げ
る
遊
女
と
禿
、
遊
里
を
行
く
供
連
れ
の
武
士
、
布
団
運
び
が
描
か
れ
て
い
る
。
原
図
は

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
頃
に
出
版
さ
れ
た
無
款
の
吉
原
本
『
吉
原
口
舌
艸
』
（
別
名
『
吉
原
用
文
章
』
）
で
、
禿
の

一
人
は
反
転
使
用
さ
れ
て
い
る
（
図

13
）
。 

 

5
．
第
六
図
「
此
風
俗
大
凡
係
自
東
山
院
之
元
禄
及
櫻
町
院
之
元
文
者
」
（
江
戸
中
期 

図

14
） 

見
開
き
で
、
遊
郭
内
あ
る
い
は
野
外
で
の
遊
興
を
描
い
て
い
る
。
服
に
模
様
は
な
い
。
師
宣
の
屏
風
、
絵
巻
や
絵

本
に
同
様
の
場
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

15
）
が
、
原
図
を
特
定
で
き
な
い
。 
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6
．
第
七
図
「
此
風
俗
大
凡
係
桃
園
院
之
寛
延
及
後
桜
町
院
之
明
和
者
」
（
江
戸
中
期 

図

16
） 

行
き
交
う
供
連
れ
の
女
性
と
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
石
川
豊
信
（
一
七
一
一
～
八
五
）
挿
図
の
『
絵
本
江
戸
紫
』

（
浪
花
禿
箒
子
著
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
刊
行
）
の
引
用
で
あ
る
（
図

17
）
。 

 

第
二
節 
古
風
俗
図
原
図
の
入
手
・
選
択
理
由 

 

こ
こ
で
は
、
第
一
節
で
検
討
し
た
古
風
俗
図
の
原
図
を
崋
山
が
如
何
に
入
手
し
、
図
様
を
選
択
・
引
用
し
た
の
か

を
検
討
す
る
。
な
お
、
筆
者
調
査
の
限
り
で
は
、
原
図
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
検
討
・
言
及
し
て
い
る
報
告
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。 

第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
風
俗
図
の
原
図
は
室
町
時
代
以
前
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
と
推
察
す

る
が
、
徐
々
に
画
名
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
の
崋
山
が
貴
重
な
寺
宝
や
大
名
家
家
宝
を
直
接
実
見
・
模
写

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
筆
者
は
師
の
文
晁
経
由
で
の
重
模
を
考
え
る
。 

文
晁
は
、
田
安
家
家
臣
か
ら
、
寛
政
の
改
革
を
実
施
し
た
松
平
定
信
（
一
七
五
九
～
一
八
二
九
）
の
近
習
と
し
て

仕
え
た
。
定
信
の
老
中
退
任
後
も
、
そ
の
命
に
従
い
『
集
古
十
種
』
（
寛
政
十
二
年
よ
り
刊
行
）
の
編
纂
や
、
未
完

の
《
石
山
寺
縁
起
絵
巻
》
（
石
山
寺
蔵
）
の
補
作
等
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
国
の
古
宝
調
査
の
際
に
は
膨
大

な
模
写
を
残
し
た
。
さ
ら
に
、
幅
広
い
交
友
関
係
を
生
か
し
て
、
ア
ト
リ
エ
の
写
山
楼
に
は
中
国
古
画
、
明
清
画
、

狩
野
派
、
雪
舟
、
古
画
絵
巻
等
の
模
本
が
多
数
蓄
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（

16
）

。 

古
風
俗
図
の
第
一
図
、
第
二
図
は
、
文
晁
が
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
藤
沢
清
浄
光
寺
の
《
遊
行
上
人
縁
起

絵
》
を
模
写
し
、
そ
の
一
部
が
田
安
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
（

17
）

、
師
の
直
近
の
模
写
本
、
あ
る
い
は
そ
の

制
作
資
料
を
写
し
た
と
考
え
る
。 

第
一
図
か
ら
第
三
図
で
引
用
し
た
《
三
十
二
番
職
人
歌
合
絵
巻
》
お
よ
び
《
七
十
一
番
職
人
歌
合
絵
巻
》
は
、
文
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晁
が
『
古
画
類
聚
』
（
寛
政
七
年
の
序
、
未
刊
だ
が
、
写
本
、
抄
本
で
閲
覧
あ
り
）
の
編
纂
に
も
従
事
し
、
こ
れ
ら

職
人
歌
合
絵
巻
か
ら
の
模
写
も
あ
る
こ
と
か
ら

(

18)

、
文
晁
の
手
元
に
あ
っ
た
模
写
本
か
ら
の
重
模
の
可
能
性
を
考

え
る
。
他
の
経
路
と
し
て
、
本
画
稿
制
作
同
年
の
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
喜
多
村
筠
庭
（
信
節
、
一
七
八
三
～
一
八
五

六
）(

19)
の
風
俗
考
証
本
『
瓦
礫
雑
考
』
に
掲
載
さ
れ
た
《
職
人
歌
合
絵
巻
》
の
「
糖
粽
売
」「
法
輪
味
噌
売
」「
図
子

君
」
（
図

18
）
の
引
用
、
あ
る
い
は
こ
の
考
証
本
を
見
て
か
ら
、
文
晁
の
模
写
本
を
確
認
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

第
四
図
は
、
筠
庭
の
『
瓦
礫
雑
考
』
の
挿
画
に
、
春
朴
の
描
い
た
十
徳
を
着
て
扇
子
を
持
つ
「
慶
長
」
の
若
者
の

図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
図

19
）
、
こ
の
画
か
ら
春
朴
の
画
譜
を
辿
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
。 

第
五
図
と
第
七
図
は
、
絵
入
り
本
の
図
様
を
、
そ
し
て
、
第
六
図
は
、
崋
山
の
日
記
に
た
び
た
び
「
模
菱
川
図
巻
」

「
模
菱
川
図
」

(

20)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
師
宣
の
肉
筆
画
巻
や
屏
風
、
ま
た
は
絵
本
の
図
様
を
引
用
し
た
と
推
測
で

き
る
。
崋
山
の
日
記
に
は
、
菱
川
師
宣
の
画
巻
を
旗
本
か
ら
借
り
た

(

21
）

、
あ
る
い
は
同
門
の
喜
多
武
清
（
一
七
七

六
～
一
八
五
七
）
の
鑑
定
会
場
で
師
宣
櫻
を
見
た

(

22
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
肉
筆
原
本
を
友
人
か
ら
借
用
、
実
見
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
人
の
加
藤
曳
尾
庵
（
玄
亀 

一
七
六
三
～
没
年
不
詳
）
は
文
政
元
年
当
時
、
田
原
藩
医

と
し
て
崋
山
と
同
じ
邸
内
に
住
み
、
彼
の
風
俗
随
筆
『
我
衣
』
や
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
原
著
で
曳

尾
庵
が
補
作
し
た
『
浮
世
絵
（
類
）
考
』
等
を
返
す
と
崋
山
の
日
記
に
あ
る

(

23)

こ
と
か
ら
、
曳
尾
庵
も
彼
の
所
持
す

る
風
俗
・
浮
世
絵
研
究
用
の
作
品
の
借
用
が
可
能
な
友
人
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

次
に
図
様
の
選
択
で
あ
る
が
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
は
身
分
に
よ
り
あ
る
程
度
服
装
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
被

り
物
、
髪
型
、
履
物
、
所
持
品
に
崋
山
は
興
味
を
持
ち
、
服
装
の
変
化
が
乏
し
い
公
家
、
僧
侶
、
農
民
ら
を
避
け
、

下
級
武
士
お
よ
び
庶
民
等
を
絵
巻
の
模
写
か
ら
選
ん
だ
と
推
察
し
た
。
桃
山
時
代
は
特
異
な
風
体
で
そ
の
時
代
を
代

表
す
る
傾
奇
者
や
奴
等
を
、
江
戸
時
代
以
降
は
世
俗
の
流
行
を
生
み
出
す
遊
里
や
女
性
風
俗
を
描
い
た
屏
風
・
絵
巻

や
絵
本
か
ら
人
々
の
姿
を
選
ん
で
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
崋
山
は
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
古
画
や
そ
の
模
写
の
中
か
ら
、
往
来
の
、
あ
る
い
は
社
寺
や
遊
里
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に
集
う
各
時
代
の
風
俗
が
明
確
な
服
装
・
髪
型
の
、
主
に
庶
民
層
を
選
択
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
過
去

の
各
時
代
の
外
形
的
風
俗
の
差
異
を
明
確
に
図
様
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
と
考
え
る
。 

 

第
三
節 

当
世
風
俗
図
の
画
題
お
よ
び
本
作
品
制
作
理
由 

 

こ
こ
で
は
、
当
世
風
俗
図
の
画
題
、
そ
の
選
択
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
崋
山
が
過
去
お
よ

び
当
世
風
俗
の
画
題
を
何
故
描
い
た
の
か
を
解
明
す
る
。 

 

1
．
当
世
風
俗
図
の
画
題 

当
世
風
俗
図
と
し
て
崋
山
が
描
い
た
の
は
、
主
に
庶
民
と
下
級
武
士
で
あ
り
、
往
来
、
遊
郭
の
内
外
、
庶
民
の
日

常
・
娯
楽
、
書
画
会
等
で
あ
る

(

24)
。
上
流
大
名
、
農
民
、
居
職
等
、
崋
山
が
普
段
ス
ケ
ッ
チ
で
き
な
い
人
々
は
描
い

て
い
な
い
。 

以
上
の
事
に
よ
り
、
崋
山
の
興
味
は
正
に
今
、
目
の
前
を
行
き
交
う
、
平
時
の
庶
民
ら
の
日
常
の
現
実
社
会
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

2
．
画
題
の
選
択
と
制
作
理
由 

崋
山
は
総
論
や
跋
文
で
、
世
間
に
媚
び
た
理
想
化
や
、
卑
俗
で
誇
張
し
た
風
俗
画
を
批
判
し
て
い
る
。
崋
山
に
と

っ
て
風
俗
画
と
は
、
典
章
制
度
の
範
囲
外
で
あ
る
下
級
武
士
や
庶
民
の
生
活
の
現
実
を
美
化
せ
ず
、
か
つ
卑
俗
に
な

ら
ず
に
描
く
こ
と
で
あ
り
、
正
し
い
風
俗
画
は
記
録
と
し
て
後
世
に
役
立
つ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
当
世
と
の
差
異
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
往
来
や
遊
里
を
行
き
交
う
古
画
中
の
人
物
の
服
や
髪
型
等
の

変
化
を
時
代
毎
に
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
当
世
画
は
書
き
溜
め
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ
集
か
ら
、
古
画
と
同
様
に
往
来
や
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遊
里
を
行
き
交
う
人
々
や
、
自
分
が
観
察
描
写
可
能
な
日
常
の
人
々
を
選
択
し
、
当
世
風
俗
図
の
記
録
的
価
値
お
よ

び
研
究
・
考
証
的
価
値
を
示
し
た
の
が
本
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
こ
そ
が
、
連
綿
と
続
く
大
和
絵
の
中
に
あ
る

正
し
い
風
俗
画
を
承
継
し
、
新
し
い
都
市
の
風
俗
画
を
創
出
す
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
四
節 
他
の
風
俗
画
・
画
譜
等
と
の
比
較 

 

こ
こ
で
は
、
崋
山
が
影
響
を
受
け
た
と
の
説
が
あ
る
円
山
・
四
条
派
、
北
斎
・
蕙
斎
ら
の
浮
世
絵
師
ら
の
画
譜
や

作
品
と
比
較
し
、
さ
ら
に
崋
山
自
身
の
描
い
た
他
の
風
俗
画
・
俳
画
と
比
べ
、
そ
の
相
似
、
相
違
、
独
自
性
を
検
討

す
る
。 

 

1
．
円
山
・
四
条
派
と
そ
の
周
辺 

崋
山
は
円
山
・
四
条
派
の
山
口
素
絢
（
一
七
五
八
／
九
～
一
八
五
九
）《
倭
人
物
画
譜
》（
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

刊
行
）
、
斎
藤
秋
圃
（
一
七
五
九
～
一
八
一
八
）
《
葵
氏
艶
譜
》
（
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
刊
行
）
の
軽
妙
洒
脱

で
上
方
的
な
画
趣
へ
の
不
満
か
ら
本
作
品
を
描
い
た

(

25)

、
河
村
琦
鳳
《
禍
福
任
筆
》
に
お
け
る
人
物
表
現
等
に
影

響
を
受
け
た

(

26)

と
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
。 

円
山
派
の
中
で
崋
山
が
最
も
影
響
を
受
け
た
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
、
応
挙
の
門
人
で
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

か
ら
二
年
程
江
戸
に
遊
歴
し
た

(

27)

渡
辺
南
岳
（
一
七
六
七
～
一
八
一
三
）
で
あ
る
。
文
晁
の
養
嗣
子
の
文
一
（
一

七
八
六
～
一
八
一
八
）
が
文
晁
の
指
示
で
南
岳
に
入
門
し
て
い
る
こ
と
、
文
化
十
二
年
の
『
寓
画
堂
日
記
』
に
崋
山

が
南
岳
の
画
や
画
譜
を
模
写
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と

(

28)

、
南
岳
の
俳
画
風
の
や
や
飄
逸
な
画
風
（
図

20
）
が

本
作
品
と
類
似
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
等
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。 
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2
．
浮
世
絵
師 

（

1
）
北
斎
と
そ
の
一
門 

崋
山
が
跋
文
で
書
い
た
風
俗
画
の
先
駆
者
の
「
林
氏
」
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
北
斎
の
《
北
斎
漫
画
》
（
図

21
）

は
、
本
画
稿
制
作
の
文
政
元
年
ま
で
に
第
八
編
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
極
一
部
の
図
様
は
共
通
す
る
も
の
の
、
北

斎
の
人
物
表
現
は
実
際
の
動
作
や
表
情
に
比
し
滑
稽
味
が
勝
り
過
剰
で
あ
る
。
《
北
斎
漫
画
》
は
、
絵
画
練
習
用
パ

ー
ツ
集
と
図
像
百
科
事
典
を
兼
ね
て
い
る
。
《
一
掃
百
態
図
》
の
当
世
風
俗
図
が
、
庶
民
の
社
会
生
活
に
お
け
る
現

実
の
姿
を
描
く
と
い
う
思
想
と
は
全
く
異
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
崋
山
は
交
流
の
あ
っ
た
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）

(

29)

の
著
作
で
、
北
斎
挿
画
の

『
新
編
水
滸
画
伝
』
を
熱
心
に
模
写
し
て
い
る

(

30)

こ
と
か
ら 

、
北
斎
の
画
に
興
味
を
持
ち
学
ん
で
い
た
の
は
確
実

で
あ
る
。
世
間
の
話
題
と
な
り
、
続
々
と
刊
行
さ
れ
る
《
北
斎
漫
画
》
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。 

さ
ら
に
、
崋
山
は
北
斎
門
の
蹄
斎
北
馬
（
一
七
七
〇
～
一
八
四
四
）
の
門
人
、
土
屋
遊
馬
と
は
親
し
い
友
人
で
あ

る
こ
と

(

31)

、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
は
北
馬
宅
で
自
ら
主
宰
す
る
絵
師
仲
間
の
甲
乙
会
を
開
催
し
て
い
る

こ
と

(

32)

か
ら
、
北
斎
門
の
画
を
身
近
で
見
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

（

2
）
鍬
形
蕙
斎
（
北
尾
政
美
） 

本
作
品
が
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
蕙
斎
の
略
画
で
は
、
大
名
行
列
、
武
道
、
振
売
等
、
本
画
稿
と
共
通
す
る
図

様
は
あ
る
が
、
淡
泊
な
省
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
俳
画
等
の
手
本
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
略
画
式
シ
リ
ー
ズ

は
人
気
を
得
て
多
数
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
北
斎
に
先
立
つ
蕙
斎
の
絵
手
本
を
崋
山
は
当
然
目
に
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

生
活
者
と
し
て
の
庶
民
や
職
人
を
自
由
に
活
写
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
の
が
、
松
平
定
信
が
発
注
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し
た
蕙
斎
画
の
《
近
世
職
人
尽
絵
詞
》
（
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
あ
る
。
多
く
の
職
人

と
そ
の
店
や
職
場
内
部
を
描
く
《
職
人
尽
絵
》
の
伝
統
に
沿
っ
て
い
る
。
そ
の
描
線
は
柔
ら
か
く
、
人
体
の
プ
ロ
ポ

ー
シ
ョ
ン
が
歪
ん
で
お
り
、
崋
山
の
緊
張
感
あ
る
描
線
と
は
異
な
る
。
な
お
、
《
近
世
職
人
尽
絵
詞
》
は
定
信
の
蔵

品
で
あ
り
、
崋
山
は
目
に
で
き
な
か
っ
た
と
想
像
す
る
。 

 

（

3
）
山
東
京
伝
（
北
尾
政
演
） 

崋
山
の
《
一
掃
百
態
図
》
に
近
い
時
代
の
江
戸
風
俗
画
の
企
画
者
と
し
て
、
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
京
伝
で
あ
る
。

京
伝
が
企
画
し
た
の
は
北
尾
重
政
（
一
七
三
九
～
一
八
二
〇
）
画
の
絵
本
『
四
季
交
加
』（
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

刊
行
。
図

22
）
お
よ
び
《
江
戸
風
俗
図
巻
》
（
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
細
見
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
前
者
は
月
毎

に
往
来
す
る
様
々
な
階
層
の
人
々
を
背
景
な
し
に
描
き
、
後
者
は
男
女
二
十
六
人
の
多
様
な
職
業
階
層
の
人
々
を
美

化
せ
ず
に
描
い
て
い
る
。
後
者
の
序
文
で
京
伝
は
、
こ
の
風
俗
図
が
百
年
後
の
世
の
人
の
参
考
に
な
る

(

33)

と
し
て

お
り
、
市
井
の
風
俗
画
も
必
ず
資
料
に
な
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
刊
行
さ
れ
た
京
伝
の
風
俗
考
証
随
筆

『
骨
董
集
』
、
京
伝
企
画
の
『
四
季
交
加
』
等
か
ら
、
崋
山
が
庶
民
風
俗
を
絵
画
で
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ

こ
と
は
考
え
得
る
。 

 

3
．
英
一
蝶
（
一
六
五
二
～
一
七
二
四
） 

崋
山
は
狩
野
派
の
画
も
模
写
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
一
蝶
を
盛
ん
に
模
写
し
て
い
る
。
一
蝶
が
狩
野
派

と
異
な
り
当
世
風
俗
を
多
く
描
き
、
独
自
の
画
風
を
創
出
し
た
こ
と
に
崋
山
が
魅
力
を
感
じ
た
た
め
と
考
え
る
。 

宝
井
其
角
、
松
尾
芭
蕉
ら
と
交
誼
を
結
び
、
俳
号
を
暁
雲
と
し
た
一
蝶
は
、
師
宣
の
画
風
を
慕
い
つ
つ
俳
諧
味
を

加
え
、
新
興
都
市
江
戸
の
風
俗
を
多
数
描
い
た
。
雨
宿
り
や
乗
合
船
の
画
で
は
、
多
様
な
階
層
の
人
々
が
街
で
偶
然

に
集
ま
る
様
子
を
描
い
て
お
り
、
崋
山
も
画
譜
等
を
見
て
参
考
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 
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崋
山
は
本
作
品
の
後
も
一
蝶
の
風
俗
画
等
を
多
数
縮
模
写
し
て
お
り
、
研
究
す
べ
き
絵
師
と
し
て
評
価
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。 

 
4
．
崋
山
が
描
い
た
他
の
風
俗
画 

現
存
す
る
崋
山
の
作
品
で
、
《
一
掃
百
態
図
》
に
類
似
す
る
風
俗
画
は
少
な
く
、
本
作
品
の
数
年
後
に
描
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
《
両
国
橋
図
稿
》
（
個
人
蔵
）
と
後
述
の
俳
画
程
度
で
あ
る
。 

《
両
国
橋
図
稿
》
は
落
款
に
「
臣
登
」
の
署
名
が
あ
り
、
主
君
屋
敷
の
小
襖
の
下
描
き
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る

(

34)

。

《
両
国
橋
図
稿
》
は
多
様
な
階
層
の
人
々
が
ス
ケ
ッ
チ
様
に
描
か
れ
て
お
り
、
《
一
掃
百
態
図
》
に
も
描
か
れ
た
騎

馬
武
士
と
従
者
、
振
売
、
荷
物
運
び
、
荷
車
引
、
男
女
芸
者
、
カ
メ
売
り
ら
が
見
ら
れ
、
《
一
掃
百
態
図
》
に
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
力
士
も
描
か
れ
て
い
る
。
主
君
が
簡
単
に
は
見
聞
で
き
な
い
賑
わ
う
両
国
橋
の
様
子
を
見
せ
る
意
味

も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
様
々
な
人
々
が
繁
栄
し
た
町
で
安
寧
に
暮
ら
す
姿
を
見
せ
、
民
あ
っ
て
の
主
君
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
と
考
え
る
。 

 

5
．
崋
山
の
俳
画 

崋
山
は
父
の
代
か
ら
蕉
門
の
五
世
太
白
堂
山
口
萊
石
（
一
七
八
三
～
一
八
二
一
）
と
親
し
く
、
自
ら
も
俳
諧
を
楽

し
ん
だ
。
残
さ
れ
た
画
帖
に
お
い
て
、
初
出
の
人
物
ス
ケ
ッ
チ
は
萊
石
像
で
あ
る
（
図

23
）
。《
一
掃
百
態
図
》
制
作

同
年
春
に
萊
石
が
刊
行
し
た
『
桃
家
春
帖
』
に
、
崋
山
は
挿
画
六
枚
を
提
供
し
て
い
る
。
崋
山
に
と
っ
て
俳
画
は
特

別
な
楽
し
み
で
あ
り
、
観
察
と
ス
ケ
ッ
チ
、
副
業
の
灯
籠
画
の
速
写
で
培
っ
た
技
術
で
、
諧
謔
味
と
機
知
と
風
情
を

醸
し
出
す
物
で
あ
る
。
そ
の
草
体
画
的
軽
妙
さ
は
本
画
稿
に
通
じ
て
い
る
。 

 

6
．
本
節
の
ま
と
め 
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円
山
四
条
派
を
総
論
で
罵
倒
し
て
い
る
が
、
崋
山
は
円
山
派
の
画
風
や
描
法
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
形
態
描
写
に
影
響

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
刊
行
さ
れ
た
絵
手
本
、
絵
本
、
考
証
本
等
を
目
に
し
て
刺
激
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
崋
山
は

絵
手
本
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
集
を
描
く
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
養
っ
て
き
た
観
察
と
写
生
、
灯
籠
画
や
俳
画
の
速

写
と
洒
脱
を
用
い
、
同
じ
江
戸
の
住
人
と
し
て
、
街
の
喧
騒
や
人
々
の
汗
を
感
じ
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
風
俗
を
理
想
化
せ
ず

に
描
き
、
一
蝶
を
越
え
る
よ
う
な
新
し
い
風
俗
画
を
後
世
に
残
そ
う
と
し
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
る
。 

 

第
五
節 

崋
山
の
風
俗
画
観 

 

こ
こ
で
は
武
士
と
絵
師
と
の
狭
間
か
ら
、
《
一
掃
百
態
図
》
制
作
直
前
の
崋
山
の
藩
政
へ
の
関
わ
り
や
画
事
を
み

る

(

35)

。 



文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
） 

 

三
月
、
田
原
藩
邸
に
て
文
晁
と
共
に
席
画
を
描
く
。 



文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
） 

父
親
の
定
通
が
年
寄
役
末
席
に
進
む
。
『
文
人
墨
客
大
見
立
』
の
番
付
、
東
方
前
頭
十
四
枚
目
に
名
が
載
る
。 

《
寓
絵
堂
日
録
》
に
五
世
太
白
堂
萊
石
の
顔
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。 



文
政
元
年
（
四
月
に
改
元
）
、
《
一
掃
百
態
図
》
制
作
年 



正
月 

藩
内
同
志
と
改
革
決
意
の
盟
約
を
交
わ
し
、
家
中
の
風
儀
低
下
を
学
問
に
よ
り
改
革
す
べ
く
具
申
し
た
が
、
拒

否
さ
れ
た
。 



そ
の
後 

長
崎
遊
学
の
た
め
の
出
奔
を
試
み
る
も
果
た
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
天
下
一
の
画
工
に
な
る
た
め
画
業
に
専
念
し 
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た
い
と
父
に
申
し
出
た
廃
嫡
も
、
も
っ
て
の
外
と
諭
さ
れ
た
。 



八
月 

《
坪
内
老
大
人
像
稿
》
を
制
作
。 



十
一
月 

一
三
日
に
《
一
掃
百
態
図
》
制
作
。
二
二
日
よ
り
藩
主
に
従
い
田
原
へ
旅
し
、
翌
月
帰
参
。
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ

の
『
東
海
道
駕
籠
日
記
』
制
作
。 

 

藩
主
と
そ
の
客
の
大
名
の
前
で
師
と
共
に
席
画
を
描
き
、
書
画
会
に
参
加
し
徐
々
に
名
を
挙
げ
た
こ
と
が
絵
師
と

し
て
の
自
信
に
繫
が
り
、
初
め
て
眼
前
の
人
物
を
絵
の
対
象
と
す
る
。
父
が
年
寄
役
に
な
っ
た
こ
と
で
、
い
ず
れ
自

分
も
藩
重
役
と
な
る
身
と
し
て
藩
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
が
、
理
想
に
挫
折
し
た
。
画
業
専
念
の
夢
も
破
れ
た
。

武
士
と
絵
師
を
両
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
眼
前
に
あ
る
。
画
事
も
単
な
る
内
職
で
は
な
く
、
強
大
な
パ
ト

ロ
ン
や
裕
福
な
文
人
仲
間
を
持
つ
師
文
晁
の
影
響
下
か
ら
脱
却
し
て
、
師
と
は
異
な
る
分
野
に
も
挑
戦
し
て
独
自
の

画
風
様
式
を
確
立
す
べ
き
時
期
が
来
た
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
政
元
年(

一
八
一
八)

は
、
肖
像
画
、

風
俗
画
、
旅
行
ス
ケ
ッ
チ
へ
の
挑
戦
と
、
後
年
の
画
業
に
も
繋
が
る
画
期
の
年
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
崋
山
は
武
士
で
あ
る
自
分
に
は
よ
り
一
層
の
修
己
治
人
を
求
め
、
絵
師
で
あ
る
に
自
分
は

そ
の
画
業
を
も
っ
て
経
世
済
民
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
考
え
る
。 

世
に
媚
び
ず
に
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
の
真
実
を
描
き
記
録
し
、
過
去
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
研
究
的
価
値
を

示
し
、
さ
ら
に
後
世
の
人
々
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
風
俗
画
は
改
革
で
き
る
と
考
え
た
の
だ
。
《
一
掃
百
態
図
》
の

制
作
に
は
、
そ
の
社
会
的
実
用
性
を
勧
戒
主
義
に
結
び
つ
け
た
と
筆
者
は
考
え
る
。 
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第
三
章 

《
一
掃
百
態
図
》
へ
至
る
作
画
観 

 
こ
こ
で
は
、
現
存
す
る
本
画
作
品
、
日
記
や
手
稿
か
ら
、
崋
山
の
画
業
の
成
長
や
変
遷
を
見
て
、
二
十
六
歳
で
《
一

掃
百
態
図
》
を
描
く
に
至
っ
た
作
画
観
を
探
る
。 

 

第
一
節 

本
画
か
ら
み
る 

 

崋
山
の
画
業
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
、
十
七
歳
で
金
子
金
陵
門
に
入
り
、
金
陵
の
師
、
文
晁
の
写
山
楼
に

出
入
り
す
る
こ
と
か
ら
本
格
化
す
る
。
十
九
歳
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
は
明
清
画
の
模
写
が
中
心
で
、
沈
南
蘋
風
の
花

鳥
図
等
も
残
し
て
い
る
。
二
十
四
歳
で
は
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
の
模
写
《
三
十
六
歌
仙
図
》
（
浜

松
市
美
術
館
蔵
）
を
、
《
一
掃
百
態
図
》
描
画
の
前
年
に
は
《
徒
然
草
屏
風
》
（
個
人
蔵
）
等
を
描
く
等
、
本
邦
画
の

模
作
が
徐
々
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。 

 

第
二
節 

日
記
、
手
稿
等
手
控
え
か
ら
み
る 

 

1
．
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
、
二
十
三
歳 

こ
の
日
記
に
は
、
藩
務
の
他
、
同
門
の
画
家
・
浮
世
絵
師
と
の
交
流
、
十
八
回
も
の
写
山
楼
へ
の
訪
問
・
模
写
、

書
画
会
へ
の
出
席
、
旗
本
や
大
名
か
ら
の
依
頼
の
描
画 

、
沈
南
蘋
や
大
和
絵
の
模
写
、
灯
籠
画
や
合
歓
図
描
彩
色

の
副
業
等
の
記
載
が
あ
り
、
画
業
修
業
に
励
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

崋
山
は
蘭
方
医
の
吉
田
駒
谷
（
長
淑
、
一
七
七
九
～
一
八
二
四
）
を
十
回
も
往
訪
し
、
共
に
採
薬
に
赴
い
て
博
物

学
な
ど
を
学
び

(

36)

、
同
門
の
画
家
の
家
で
蘭
画
を
三
枚
見
て
「
皆
奇
絶
物
也
」
と
残
し
て
い
る

(

37)

。
こ
の
よ
う
に
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博
物
学
や
蘭
画
を
知
る
事
で
、
客
観
的
な
自
然
観
察
の
重
要
性
を
理
解
し
、
物
事
の
真
実
に
近
づ
き
た
い
と
徐
々
に

願
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。 

 
2
．
『
崋
山
先
生
謾
録
』
文
化
十
三
年
、
二
十
四
歳 

こ
の
日
記
兼
メ
モ
で
は
灯
籠
画
や
合
歓
図
の
副
業
が
減
り
、
書
画
会
へ
の
出
席
と
観
覧
し
た
絵
画
の
評
や
鑑
定
が

増
え
て
い
る
。
狩
野
派
、
一
蝶
等
本
邦
画
家
の
模
写
や
依
頼
画
の
制
作
を
精
力
的
に
行
い
、
自
作
の
縮
図
も
確
認
で

き
る
。
俳
諧
を
詠
み
、
斎
藤
一
斎
の
愛
日
楼
で
儒
学
を
学
ぶ
等
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸
収
し
よ
う
と
い
う
知
識
欲
が

窺
え
る
。 

オ
ラ
ン
ダ
の
博
物
学
者
ヨ
ン
ス
ト
ン
（
一
六
〇
三
～
七
五
）
の
『
動
物
図
譜
』
八
十
一
枚
を
目
に
し
た
記
述
が
あ

る
こ
と

(

38)

よ
り
、
西
洋
博
物
画
か
ら
生
物
の
真
実
に
迫
る
合
理
的
視
覚
お
よ
び
描
写
、
そ
の
記
録
性
を
一
層
確
信

し
、
蘭
学
や
絵
画
研
究
の
た
め
の
長
崎
遊
学
の
希
望
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
と
推
測
す
る
。 

 

3
．
《
寓
絵
堂
日
録
》
文
化
十
四
年
、
二
十
五
歳 

こ
こ
で
初
め
て
、
太
白
堂
萊
石
の
四
分
の
三
正
面
像
二
枚
（
前
出
）
等
、
人
物
ス
ケ
ッ
チ
が
登
場
し
た
。 

長
い
付
き
合
い
の
萊
石
と
向
き
合
い
ス
ケ
ッ
チ
し
、
何
ら
か
の
自
信
を
得
て
、
満
を
持
し
た
よ
う
に
次
々
と
人
物

を
描
き
始
め
て
お
り
、
次
年
の
《
一
掃
百
態
図
》
や
肖
像
画
へ
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

4
．
《
坪
内
老
大
人
像
画
稿
》
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
文
政
元
年
八
月
（
図

24
） 

《
一
掃
百
態
図
》
制
作
の
三
か
月
前
に
、
若
狭
小
浜
藩
弓
術
指
南
役
、
坪
内
晴
眼
を
描
い
た
肖
像
稿
で
あ
る

(

39)

。

崋
山
と
は
何
ら
か
の
繫
が
り
が
あ
り
、
顕
彰
や
祝
い
事
の
た
め
に
肖
像
画
を
依
頼
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
前
年
の
萊

石
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
と
比
べ
、
墨
線
の
鋭
さ
や
顔
貌
の
立
体
感
が
増
し
て
お
り
、
全
身
坐
像
で
も
全
く
破
綻
が
な
く
、
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格
段
の
成
長
が
見
ら
れ
る
。 

 
第
三
節 

 

作
画
観
と
そ
の
精
神
的
背
景 

 

第
一
節
と
第
二
節
で
崋
山
の
画
業
の
成
長
と
変
遷
を
見
て
き
た
が
、
文
晁
の
写
山
楼
に
お
い
て
、
「
古
画
の
模
写

か
ら
客
観
的
写
生
へ
と
進
み
、
最
後
に
は
写
生
を
捨
象
し
て
個
性
的
画
風
を
確
立
す
る
の
が
画
学
」
と
の
画
訓
が
あ

り

(

40)

、
崋
山
も
こ
の
教
育
方
針
に
従
っ
て
い
る
。
入
門
直
後
は
中
国
古
画
や
明
清
画
の
模
写
を
行
い
、
写
生
を
開

始
し
て
継
続
し
、
そ
の
後
は
本
邦
の
古
画
の
模
写
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
始
め
た
。
二
十
四
歳
く
ら
い
か
ら
文
晁
の

強
い
影
響
か
ら
徐
々
に
離
れ
、
画
業
、
学
問
、
興
味
共
に
そ
の
幅
を
広
げ
た
。
二
十
五
歳
で
友
人
の
顔
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
こ
と
で
、
人
の
容
貌
を
描
く
こ
と
の
面
白
み
と
外
見
描
写
以
上
に
そ
の
人
の
内
面
を
描
く
難
し
さ
を
知
る
事
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
藩
政
の
現
状
に
憤
慨
し
て
数
々
の
挫
折
を
来
し
た
二
十
六
歳
に
し
て
本
格
的
な

肖
像
画
に
挑
戦
し
、
精
神
性
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
三
か
月
後
に
は
、
文
晁
と
異
な
る
風
俗
画
と
い

う
分
野
へ
挑
み
、
風
俗
画
の
改
善
を
願
っ
て
出
版
を
も
構
想
し
た
の
で
あ
っ
た
。
《
一
掃
百
態
図
》
で
は
崋
山
が
批

判
し
た
誇
張
や
美
化
、
卑
俗
さ
の
な
い
、
俳
趣
と
暖
か
み
の
あ
る
洒
脱
な
描
線
で
、
現
実
の
社
会
風
俗
を
描
く
独
自

の
画
境
に
達
し
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。 

崋
山
は
文
晁
を
通
じ
た
人
脈
か
ら
、
あ
る
い
は
趣
味
好
学
の
友
人
か
ら
研
究
や
考
証
に
と
っ
て
の
画
の
重
要
性
、

事
物
を
細
部
ま
で
観
察
し
て
事
実
を
正
確
に
記
録
し
判
断
す
る
合
理
的
思
考
を
学
ん
で
き
た
。
本
画
稿
は
様
々
な

人
々
の
現
実
を
描
写
し
、
古
風
俗
図
の
時
代
毎
の
変
化
を
示
す
こ
と
で
、
そ
の
記
録
性
、
考
証
的
価
値
を
備
え
て
お

り
、
崋
山
の
作
画
観
を
実
践
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
。 

そ
の
作
画
観
の
さ
ら
に
基
本
と
な
る
思
考
に
は
当
然
儒
学
が
あ
り
、
そ
の
根
本
に
は
修
己
治
人
の
精
神
が
あ
る
。

学
問
修
養
で
自
ら
を
高
め
、
卑
俗
で
真
実
を
描
い
て
な
い
風
俗
画
を
自
分
の
手
で
改
革
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
風
俗
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も
改
善
さ
れ
、
社
会
全
体
が
改
善
さ
れ
る
と
い
う
希
望
を
崋
山
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
崋
山
は
藩
政
に
参
与

し
つ
つ
、
そ
の
画
業
は
、
も
は
や
単
な
る
内
職
で
は
な
く
「
人
倫
を
助
け
る
」
た
め
の
実
用
に
利
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
儒
教
的
鑑
戒
主
義
を
も
っ
て
《
一
掃
百
態
図
》
に
臨
み
、
風
俗
改
善
や
社
会
教
化
を
使
命
と
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
『
骨
董
集
』
等
の
風
俗
考
証
本
の
序
文
や
凡
例
に
あ
る
よ
う
に
、
本
作
品
が
贅
沢
へ
の
戒
め
と
公
史
に

描
か
れ
な
い
記
録

(

41)

と
し
て
後
世
に
役
立
つ
と
確
信
し
て
お
り
、「
絵
で
見
る
風
俗
考
証
本
」
の
役
割
を
担
う
こ
と

も
期
待
し
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
を
必
死
に
生
き
る
人
々
に
は
、
安
定
と
繁
栄
し
た
社
会
こ
そ
が
必

要
で
あ
り
、
彼
ら
に
慈
し
み
と
共
感
を
持
っ
て
社
会
を
治
め
る
こ
と
が
武
士
の
務
め
で
あ
る
と
自
分
の
画
業
の
新
分

野
で
示
そ
う
と
も
し
た
の
で
あ
る
。 

 お
わ
り
に 

 

崋
山
が
温
か
く
も
鋭
い
現
実
を
直
視
す
る
眼
を
持
っ
て
、
多
様
な
階
層
の
人
々
を
活
写
し
た
《
一
掃
百
態
図
》
を
描

く
に
至
る
作
画
観
や
そ
の
精
神
的
背
景
を
見
て
き
た
。
崋
山
は
画
業
で
は
古
画
の
模
写
、
写
生
、
速
写
、
記
録
性
を

学
び
、
蘭
画
や
博
物
学
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
、
観
察
、
合
理
的
思
考
と
視
覚
を
吸
収
し
て
き
た
。
俳
諧
・
俳
画
か
ら
は

軽
妙
洒
脱
と
草
体
画
を
養
い
、
さ
ら
に
多
様
な
学
問
で
全
人
格
的
成
長
を
図
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
友
人
の
顔
の
ス

ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
る
人
と
対
峙
し
て
心
を
交
感
し
、
そ
の
人
の
本
質
を
描
く
肖
像
画
が
加
わ
っ
た
。
し
か
し
何
よ
り

も
、
自
分
の
士
大
夫
と
し
て
の
画
業
は
、
治
国
平
天
下
の
役
に
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
こ
れ
を
実
践
す

べ
き
改
革
が
必
要
な
藩
の
実
情
が
あ
っ
た
。 

大
和
絵
か
ら
続
く
風
俗
画
を
研
究
し
て
き
た
自
分
こ
そ
風
俗
画
改
革
が
可
能
と
の
自
負
の
元
、
刊
行
予
定
の
《
一

掃
百
態
図
》
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
出
版
さ
れ
ず
、
崋
山
自
刃
の
検
死
時
に
も
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
遺
書
と
共
に

後
に
箱
の
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
。 



渡辺崋山の《一掃百態図》へ至る作画観の考察 

 

- 21 - 

 

《
一
掃
百
態
図
》
刊
行
に
よ
る
風
俗
画
改
革
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
崋
山
は
こ
の
後
、
西
洋
画
法
的
陰
影
法
と
東
洋

画
法
的
線
描
法
を
昇
華
さ
せ
、
肖
像
画
家
と
し
て
も
名
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

本
稿
で
は
、
古
風
俗
図
の
原
図
の
大
半
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
図
様
の
入
手
方
法
を
推
測
し
た
。
筆
法
や
画
風
に

江
戸
円
山
派
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
《
一
掃
百
態
図
》
は
、
崋
山
の
風
俗
研
究
の
成
果
と
し

て
、
記
録
と
風
俗
画
改
革
の
た
め
の
「
絵
で
見
る
風
俗
考
証
本
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

な
お
、《
一
掃
百
態
図
》
が
未
定
稿
で
放
置
さ
れ
た
理
由
や
、
こ
の
後
、
崋
山
が
同
様
の
風
俗
画
を
ほ
と
ん
ど
残
さ

な
か
っ
た
理
由
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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図
」
の
渡
辺
崋
山
風
俗
画
に 

 

お
け
る
位
置
付
け
」
『
田
原
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
～
四
一
頁 

（

3
）
註

2 

樋
口
論
文
、
一
九
頁 

（

4
）
註

2 

吉
澤
論
文
、
四
二
三
頁 

（

5
）
蔵
原
惟
人
『
渡
辺
崋
山 

一
掃
百
態
』
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
九
年
、
四
頁 

（

6
）
註

2 

鈴
木
進
論
文
、
四
～
六
頁 
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（

7
）
守
隆
雄
「
崋
山
の
絵
画
観
「
一
掃
百
態
」
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
『
図
録 

渡
辺
崋
山
展 

武
士
と
文
化
と
の
間
で
』
、
栃
木
県

立

 

美
術
館
、
一
九
八
四
年
（
頁
の
記
載
な
し
）
／
註

2
樋
口
論
文
、
二
一
頁 

（

8
）
ド
ナ
ル
ド 

キ
ー
ン
著
、
角
地
幸
男
訳
『
渡
辺
崋
山
』
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
、
八
〇
頁 

（

9
）
大
西
広
「
行
為
と
し
て
の
絵
画
三 

人
間
像
を
求
め
て 

近
代
化
批
判
へ
の
一
視
点Ⅲ

」
『
美
術
手
帖
』
、
三
五
五
巻
、
一
九
七
二 

 

年
、
二
七
八
～
二
八
〇
頁 

（

10
）
註

2 
吉
澤
論
文
、
四
二
四
頁 

（

11
）
註

2 
鈴
木
進
論
文
、
一
三
頁 

（

12
）
《
遊
行
上
人
縁
起
絵
》
の
転
写
本
で
あ
る
藤
沢
清
浄
光
寺
旧
蔵
本
の
内
、
田
中
有
美
の
刊
行
本
（
一
九
一
九
年
）
を
参
照
。 

（

13
）
《
三
十
二
番
職
人
歌
合
》
写
本
の
内
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
を
参
照
。 

（

14
）
《
七
十
一
番
職
人
歌
合
》
の
写
本
の
内
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
本
を
参
照
。 

（

15
）
辻
惟
雄
「
初
期
風
俗
画
と
媾
曳
図
」
『
辻
惟
雄
集
四 

風
俗
画
の
展
開
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
六
～
一
〇
八

頁
。
こ

の
中
で
、
第
四
図
（
図
９
）
は
山
東
京
伝
の
『
骨
董
集
』
（
文
化
十
四
～
十
五
年
刊
行
）
に
見
え
る
「
寛
永
正
保
時
代
銭
湯
風
呂
古

図
」
と
恐
ら
く
同
じ
筆
者
の
作
品
で
あ
る
が
、
両
者
の
原
図
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
姿
を
見
せ
な
い
の
は
残
念
と
記
し
て
い

る
。 

（

16
）
河
野
元
昭
「
教
育
者
と
し
て
の
文
晁
」
、
栃
木
県
立
美
術
館
編
『
写
山
楼 

谷
文
晁
（
谷
文
晁 

江
戸
南
画
の
総
帥
）
』
、
栃
木
県

 

立
美
術
館
、
一
九
七
九
年
、
頁
の
記
載
な
し 

 

（

17
）
宮
次
男
「
〔
谷
文
晁
筆
〕
一
遍
上
人
絵
伝(
新
資
料
紹
介
七
四)

」
『
古
美
術
』
三
六
巻
、
一
九
七
二
年
、
八
十
七
～
八
頁
。 

（

18
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
松
平
定
信 

古
画
類
聚 

調
査
研
究
報
告
書 

本
分
篇
・
図
版
篇
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
。 

（

19
）
国
学
者
で
、
風
俗
考
証
随
筆
『
嬉
遊
笑
覧
』
（
天
保
元
年
刊
行
）
の
著
作
で
知
ら
れ
る
。 

 

（

20
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
四
～
六
月 

（

21
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
十
一
月
十
九
日
条 

（

22
）
『
崋
山
先
生
謾
録
』
文
化
十
三
年
二
月
十
四
日
、
四
月
十
六
日
条 

（

23
）
『
崋
山
先
生
謾
録
』
文
化
十
三
年
十
二
月
十
七
日
条 

（

24
）
冒
頭
の
能
舞
台
か
ら
、
従
者
を
連
れ
た
騎
馬
武
士
、
往
来
の
居
合
抜
き
や
飴
売
り
等
、
往
来
の
金
魚
売
や
客
の
親
子
等
、
往
来
の 

 

金
毘
羅
参
り
等
と
寄
席
、
小
唄
の
練
習
や
談
笑
す
る
男
女
と
雨
の
往
来
、
武
道
場
、
馬
場
、
手
習
い
所
、
往
来
の
振
り
売
り
等
、 

 

遊
郭
の
内
外
の
客
や
遊
女
、
店
の
者
等
、
混
乱
す
る
大
名
行
列
、
往
来
の
物
売
り
、
振
り
売
り
、
行
商
ら
と
客
や
托
鉢
僧
等
、
飲 

 

食
店
で
の
飲
み
食
い
、
往
来
の
雪
駄
直
し
、
書
画
会
場
、
室
内
の
遊
戯
、
洗
い
張
り
や
針
仕
事
等
の
女
性
の
仕
事
、
往
来
を
行
く 

 

各
層
の
男
女
や
荷
物
を
運
ぶ
男
達
、
定
火
消
、
飲
酒
、
尋
問
、
酔
っ
払
い
、
往
来
で
の
餅
売
り
や
岩
お
こ
し
売
り
等
、
風
呂
屋
の 
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番
台
と
客
。 

（

25
）
註

2 

鈴
木
進
論
文
、
五
頁 

（

26
）
註

7 

守
論
文 

（

27
）
杉
本
欣
久
「[

館
蔵
品
研
究]

「
鯉
図
屏
風
」
と
画
家
・
渡
辺
南
岳
に
つ
い
て
」
『
古
文
化
研
究
』
（
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
） 

第
七
号
、
二
〇
〇
八
年
、
八
六
頁 

（

28
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
二
月
六
日
条
「
南
岳
幷
画
譜
」
、
四
月
二
十
五
日
条
「
模
南
岳
画
」 

（

29
）
馬
琴
の
長
男
の
琴
嶺
（
興
継 

一
七
九
八
～
一
八
三
五
）
と
崋
山
と
は
金
子
金
陵
の
同
門
。 

（

30
）
註

7 

守
論
文 

（

31
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
一
月
～
四
月
に
か
け
て
来
往
、
画
を
依
頼
さ
れ
る
等
の
記
載
が
あ
る
。 

（

32
）
『
崋
山
先
生
謾
録
』
文
化
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
条 

（

33
）
小
林
忠
「
『
熈
代
勝
覧
』
絵
巻
に
つ
い
て
」
『
江
戸
の
絵
画
』
、
藝
華
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
二
六
二
頁 

（

34
）
鈴
木
進
・
尾
崎
正
明
著
、
座
右
宝
刊
行
会
編
集
、
『
〈
愛
憎
普
及
版
〉
日
本
美
術
絵
画
全
集 

第
二
十
四
巻 

渡
辺
崋
山
』
、
昭
和
五 

 

十
五
年
、
一
二
九
頁 

（

35
）
こ
こ
で
は
主
に
以
下
を
参
考
に
し
た
。
註

2
菅
原
著
作 

常
葉
美
術
館
編
集
『
定
本
渡
辺
崋
山
』
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、

 

小
沢
耕
一
・
芳
賀
登
監
修
『
渡
辺
崋
山
集
』
第
七
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年 

（

36
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
三
月
十
二
日
条 

（

37
）
『
寓
画
堂
日
記
』
文
化
十
二
年
九
月
六
日
条 

（

38
）
『
崋
山
先
生
謾
録
』
文
化
十
三
年
十
二
月
十
七
日
条 

（

39
）
瀬
谷
愛
・
田
沢
裕
賀
「
渡
辺
崋
山
筆
国
宝
鷹
見
泉
石
像
坪
内
老
大
人
像
の
修
理
」
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇

 

一
六
年
三
月 

（

40
）
註

16 

河
野
論
文 

（

41
）
日
野
龍
夫
「
公
開
講
演
江
戸
時
代
の
随
筆
を
め
ぐ
っ
て
」
第
十
五
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
、 

 

一
九
九
二
年
、
三
五
～
三
六
頁 
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図 2－1 
《一遍上人絵伝》 
田中有美の藤沢道場本模本の刊行本、
三巻一段 
（国立国会図書館デジタルコレクション） 
(赤丸は筆者による、以下同じ) 
[図 2-2 から 2-4 も同一出典] 

 

  
 

 

図 １  
渡辺崋山《一掃百態図》 
（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡自伏見院之正應
乃後醍醐院之元亨者也」 
（右：第一図、左：第二図） 

図 2－2 
《一遍上人絵伝》 
三巻四段 
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図 2－4 
《一遍上人絵伝》 
第四巻一段 
 

図 2－3 
《一遍上人絵伝》 
三巻四段 
 

図 3 
第一図の「この人物ハ文明享禄」 
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図 4 《三十二番職人歌合絵巻》 
（サントリー美術館所蔵） 

    14 番、右が糖粽売 
 
    図像の無断転載禁止 
 

図 6－1 《七十一番職人歌合》 
   (前田育徳会尊敬閣文庫所蔵) 
      18 番、左が法論味噌売 

図 6－2 《七十一番職人歌合》 
  (前田育徳会尊敬閣文庫所蔵) 

      17 番、左が土器造り 

図 5 
第二図の「これも又文明也」 
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図 7  
渡辺崋山《一掃百態図》（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡係自後土御門院之文明及後奈良院
亨禄者也」（第三図） 

図 9 
渡辺崋山《一掃百態図》 
（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡係自正親
町院之永禄及後陽成院
之慶長者」（第四図） 
  
 

図 8 
《七十一番職人歌合》 
 (前田育徳会尊敬閣文
庫所蔵) 
30 番、左が図子君 
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図 10 
大岡春卜《画本手鑑》 
3 巻、土佐家「花ゆさん」 
（立命館大学 ARC 提
供、資料番号：Ebi1472-
03) 
 

 

 

図 11  
大岡春卜 
《和漢名 画苑》 
2 巻、藤原廣周筆
「おどり」(早稲田大
学図書館所蔵) 
 

図 12 
渡辺崋山《一掃百態図》 
（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡係自後光明
院之慶安及霊元院之延
宝者」（第五図） 
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図 13－1 
『吉原用文章』 
（原本：東北大学附属図
書館所蔵、出典：国立国
会図書館所蔵の「狩野
文庫マイクロ版集成」） 
 [図 13-2 も同一所蔵・
出典] 
 

図 14 
渡辺崋山《一掃百態図》 
（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡係自東山
院之元禄及櫻町院之元
文者」（第六図） 

図 13－2 
『吉原用文章』 
 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 
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図 15－1 
菱川師宣『大和のおほよせ』 
（国立国会図書館デジタルコレクション） 
（筆者により反転） 

図 15－3  
菱川師宣《上野浅草風俗図巻》 
上巻：上野の図 
（東京国立博物館所蔵、
https://webarchives.tnm.jp/ 
画像番号：C0041792） 
（筆者によりトリミング） 

図 15－2 菱川師宣《江戸風俗図屏風》 
Freer Gallery of Art, Smithsonian,  Autumn 
at Asakusa ; Viewing Cherry blossoms at 
Ueno Park  F1906.266-267 

図 15－4 
伝菱川師宣 
《上野花見図押絵貼屏風》 
(Photograph© [Sep. 14th 2018] 
Museum of Fine Arts, Boston 
Cherry-blossom Viewing at Ueno 
KJM2-Ukiyo-038) 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 
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図 16  
渡辺崋山《一掃百態図》（田原市博物館所蔵） 
「此風俗大凡係桃園院之寛延及後桜町院之明和者」 
（第七図） 

図 17 
浪花禿箒子著・石川豊信画『絵
本江戸紫』（巻 1） 
（国立国会図書館デジタルコレク
ション） 
 

図 18 喜多村信節『瓦礫雑考』（国立国会図書館デジタルコレクション） 
左から「糖粽売」「法輪味噌売」「図子君」 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 



 

渡辺崋山の《一掃百態図》へ至る作画観の考察 

- 32 - 

 

 
 

  

 

  

図 19 
喜多村信節『瓦礫雑考』 
（国立国会図書館デジタルコレクション） 
 

図 20 
渡辺南岳挿画、鈴木道彦
『馬の上』 
（京都大学文学研究科所蔵） 

図 21 葛飾北斎《北斎漫画》右から第三、第六、第八編 
（国立国会図書館デジタルコレクション） 
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図 24 
渡辺崋山《坪内老大人像画稿》 
（東京国立博物館所蔵、
https://webarchives.tnm.jp/ 
画像番号 E0066140） 
（筆者により、本紙のみにトリミング） 

図 22 
山東京伝作、北尾重政画 
絵本『四季交加』  
（国立国会図書館デジタルコレ
クション） 
  

図 23 
渡辺崋山《寓絵堂日録》 
（国立国会図書館所蔵、鈴木栄
之亮編纂代表『渡辺崋山先生
錦心図譜』国書刊行会、1977
年） 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 

図①《一掃百態図》「此

風俗大凡自伏見院之正

應乃後醍醐院之元亨者

也」（左：第一図、右：

第二図） 

  


